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4
月
30
日
、
天
皇
陛
下
が
退
位
、
5

月
1
日
午
前
0
時
、
皇
太
子
さ
ま
が
第

一
二
六
代
天
皇
に
即
位
さ
れ
、
元
号
は

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
変
わ
っ
た
。

新
元
号
の
「
令
和
」
は
、
万
葉
集
に
典

拠
し
、
人
々
が
美
し
く
心
寄
せ
合
う
中

で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
歴
史
と
文

化
伝
統
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
は
、

世
界
に
誇
る
べ
き
国
民
す
べ
て
の
大
切

な
財
産
だ
。 

 

ま
た
、
天
皇
陛
下
退
位
礼
正
殿
の
儀
、

そ
し
て
即
位
後
朝
見
の
儀
に
参
列
し
た

左
藤
章 

内
閣
府
副
大
臣
は
、
「
平
成

の
世
に
、
常
に
国
民
に
寄
り
添
っ
て
く

だ
さ
っ
た
天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
の
御

厚
意
に
対
し
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

陛
下
の
お
言
葉
通
り
、
令
和
が
平
和
な

時
代
と
な
り
ま
す
よ
う
政
権
与
党
の
一

員
と
し
て
も
微
力
な
が
ら
も
力
い
っ
ぱ

い
務
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
思
い
を
語
っ

た
。 

 

平
成
30
年
10
月
4
日
、
左
藤
章 

衆
院
議
員
は
第
四
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て
、

内
閣
府
副
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
。
菅
官
房
長
官
、
宮
腰
大
臣
、
平
井
大
臣
の
下
、

34
項
目
を
担
っ
て
お
り
、
5
月
24
日
付
で
新
た
に
ア
イ
ヌ
振
興
も
担
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
左
藤
章 

内
閣
府
副
大
臣
は
、
安
倍
内
閣
の
歴
代
内
閣
府
副
大
臣
に
お
い
て

過
去
最
多
の
35
項
目
を
担
当
し
て
い
る
。 

   

２
月
19
日
、
安
倍
晋
三
総
理
と
共

に
左
藤
章 

拉
致
問
題
担
当
副
大
臣

は
、
拉
致
被
害
者
の
ご
家
族
と
面
談
し
、

「
家
族
会
・
救
う
会 

今
後
の
運
動
方

針
」
を
受
け
取
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
５
月
２
日
か
ら
5
日
に

か
け
、
左
藤
副
大
臣
は
、
拉
致
被
害

者
家
族
会
の
横
田
拓
也
さ
ん
、
飯
塚

耕
一
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
救
う
会
、

超
党
派
の
拉
致
議
連
の
先
生
方
と
共

に
、
米
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
、

ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
・
日
本
政
府
・
北

朝
鮮
人
権
委
員
会
共
催
の
拉
致
問
題

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。

拉
致
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、

各
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
世
界
に

広
く
発
信
さ
れ
た
。
ま
た
、
米
・
国

務
省
特
別
代
表
ら
に
、
ご
家
族
の
切

実
な
思
い
を
伝
え
、
拉
致
被
害
者
の

早
期
帰
国
の
実
現
に
向
け
た
よ
り
一

層
の
連
携
・
協
力
を
求
め
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
の
拉
致
問

題
の
解
決
に
向
け
、
政
府
関
係
者
や

議
会
関
係
者
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ベ
ル
で
日

米
連
携
が
深
ま
っ
た
。 

 

て
の
3
～
5
歳
児
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
0
～
2
歳
児
と
な
る
。 

 

現
在
、
3
～
5
歳
児
の
幼
児
教
育

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
大
阪
市

(

注
②※

)

に
お
い
て
も
、
今
ま
で
対

象
外
で
あ
っ
た
預
か
り
保
育
料
も
含

め
無
償
化(

月
額
上
限
３
万
７
千
円)

と
な
り
、
新
た
に
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
0
～
2
歳
児
の
無
償
化
と
な
る
。 

 

左
藤
章 

少
子
化
対
策
担
当
副
大

臣
は
、
「
幼
児
教
育
無
償
化
の
実
施

に
当
た
り
、
保
育
の
質
の
確
保
な
ど

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
と
と
も
に
、

実
務
を
担
う
地
方
自
治
体
と
国
が
よ

く
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
地
方
自
治
体
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
」
と
発
言
し
た
。 

  

（
注
①
）※

新
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
独
自
で
保
育

料
を
決
め
て
い
る
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
月
額
上
限
2

万
５
７
０
０
円
（
国
立
大
学
付
属
幼
稚
園
０
．
８
７
万

円
、
国
立
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部
０
．
０
４
万
円
）
ま

で
無
償
化
。
通
園
送
迎
費
、
食
材
料
費
、
行
事
費
な
ど

保
護
者
か
ら
実
費
で
徴
収
し
て
い
る
費
用
は
無
償
化
の

対
象
外
。 

（
注
②
） ※

現
在
の
大
阪
市
で
行
わ
れ
て
い
る
保
育

所
等
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
無
償
化(

認
可
施
設
3
～

5
歳
児
対
象)

で
は
、
幼
児
教
育
費
相
当
分
と
し
て
、

保
育
料
の
約
50
％
以
上
軽
減
に
よ
る
無
償
化(

保
育
料

全
額
無
償
化
で
は
な
い)

を
実
施
。 

 
 

 

本
年
10
月
1
日
よ
り
実
施
予
定
で
あ
る

幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
た
め
の

「
改
正
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
が
、

5
月
10
日
参
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
で

可
決
、
成
立
し
た
。 

 

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

等
の
無
償
化(

注
①※

)

の
対
象
は
、
全 

  

５
月
10
日
、
通
常
国
会
に
て
成
立

し
た
高
等
教
育
の
就
学
支
援
新
制
度

は
、
長
年
、
左
藤
章 

衆
院
議
員
が
、

党
教
育
再
生
推
進
本
部
副
本
部
長
と

し
て
取
り
組
ん
だ
制
度
で
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
実
施
予
定
で
あ
る
。
経

済
的
な
理
由
で
進
学
で
き
な
い
こ
と

が
な
い
よ
う
に
所
得
の
低
い
家
庭
の

意
欲
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
授

業
料
や
入
学
金
を
国
立
大
学
は
無
料

(

注)

に
、
私
立
大
学
は
大
幅
減
額
に

し
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金
の

支
給
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。 

  

（
注
）※

国
立
大
学
は
授
業
料
約
54
万
円
、
入
学
金
約

28
万
円
迄(

ほ
ぼ
全
額)

無
料 

※

私
立
大
学
は
授
業
料

約
70
万
円
、
入
学
金
約
26
万
円
迄
は
本
人
負
担
な
し 

 
 

 

昨
年
11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
竹
島
問

題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
東
京
集
会
」
に
、

左
藤
章 

領
土
問
題
担
当
副
大
臣
は
出
席
し

た
。 

 

竹
島
は
、
歴
史
的
事
実
に
照
ら
し
て
も
、

国
際
法
上
も
、
明
ら
か
に
わ
が
国
固
有
の
領

土
で
あ
る
。
国
民
の
生
命
・
財
産
、
わ
が
国

の
領
土
・
領
海
・
領
空
を
断
固
と
し
て
守
る

決
意
の
下
、
国
際
法
に
の
っ
と
り
、
竹
島
問

題
を
冷
静
か
つ
平
和
的
に
解
決
す
る
た
め
、

わ
が
党
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

5
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
国
民
大

集
会
で
は
、
平
成
９
年
に
家
族
会
・

救
う
会
が
拉
致
被
害
者
救
出
運
動
を

開
始
し
て
以
来
22
年
間
に
わ
た
り
集

め
ら
れ
た
署
名
１
３
４
１
万
４
３
２

５
筆
が
初
め
て
展
示
さ
れ
た
。 

 

5
月
25
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
が
来
日
し
、
27
日
に
拉
致
被
害
者

ご
家
族
と
面
談
。
左
藤
副
大
臣
も
同

席
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
被
害

者
ご
家
族
の
生
の
声
に
親
身
に
耳
を

傾
け
、
温
か
く
心
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
語
っ
た
。  

 

わ
が
党
は
、
拉
致
問
題
の
解
決
に

向
け
て
政
府
と
協
力
し
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 



党員 募集中！ 
自民党入党資格 
・わが党の網領、主義、政策等に賛同される方 
・満18歳以上で日本国籍を有する方 
・他の政党の党籍を持たない方 

党員と合わせて左藤章後援会会員も募集しています。 

入党、後援会入会をご希望の方は、 

自民党大阪府第二選挙区支部（左藤章事務所内） 

☎06-6621-0045 ✉info@akira310.com までお問合せください。 
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父親とはじめてのひな祭り 

  

去
る
３
月
８
日
、
大
阪
府
知
事
・
大

阪
市
長
が
突
然
辞
職
し
、
知
事
・
市
長

の
立
場
を
ク
ロ
ス
し
て
出
馬
し
た
ダ
ブ

ル
選
挙
に
は
、
わ
が
党
は
大
阪
府
知
事

候
補
に
小
西
禎
一
元
副
知
事
を
、
大
阪

市
長
候
補
に
柳
本
顕
元
大
阪
市
会
議
員

を
推
薦
し
全
力
で
戦
い
に
挑
ん
だ
が
、

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時

に
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
、

特
に
大
阪
府
議
会
で
は
、
わ
が
党
の
議

席
を
大
幅
に
失
っ
た
。
そ
の
後
行
わ
れ

た
衆
院
大
阪
12
区
の
補
欠
選
挙
で
は
、

政
権
与
党
候
補
と
し
て
北
川
晋
平
氏
が

出
馬
し
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
、
惜
し

く
も
敗
れ
た
。 

 

こ
の
結
果
を
受
け
、
左
藤
章
党
大
阪

府
連
会
長
は
、
会
長
と
し
て
の
責
任
を

果
た
す
た
め
、
敗
因
の
分
析
を
取
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
会
長
を
辞
任
。
5
月

11
日
、
と
か
し
き
な
お
み
衆
院
議
員
が

新
会
長
に
就
任
し
た
。 

  
２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ

る
国
際
万
国
博
覧
会
の
開
催

地
が
日
本
に
決
定
し
た
。 

 

安
倍
総
理
を
は
じ
め
、

世
耕
弘
成
経
産
大
臣
な
ど

の
関
係
閣
僚
の
ほ
か
、
経

済
団
体
、
大
阪
府
・
市
を

中
心
と
す
る
誘
致
委
員
会
、

そ
し
て
二
階
俊
博
幹
事
長

が
本
部
長
を
務
め
る
党
万

博
誘
致
推
進
本
部
な
ど
の

与
党
国
会
議
員
で
、
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
の
奮
闘
が

報
わ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

<

昨
年
11
月
24
日>

 

 

左
藤 

章 

衆
院
議
員
も
、

党
万
博
誘
致
推
進
本
部
事

務
局
長
代
行
及
び
党
大
阪

府
連
会
長
と
し
て
、
各
国

の
情
勢
や
日
本
と
の
繋
が

り
を
配
慮
し
た
選
挙
戦
を

繰
り
広
げ
る
た
め
、
調
整

や
各
大
使
館
へ
の
お
願
い

な
ど
懸
命
に
誘
致
活
動
に

尽
力
し
て
き
た
。 

 

引
き
続
き
、
関
西
・
大

阪
の
発
展
の
た
め
、
万
博

成
功
に
向
け
て
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

党費 
・一般党員 年額4,000円 
・家族党員 年額2,000円 
（家族党員は一般党員と同一世帯の方に限ります） 

 
新しい時代をリードする 
若い世代に向けて、様々 
な形でメッセージを発信 
していきます。 
詳しくはこちらから☞ 

左藤章 検索 

左藤章衆院議員の日々の活動を 

facebook、twitter 
にて配信中！いいね！フォローよろしく！ 

第4次安倍改造内閣 内閣府副大臣就任 
（平成30年10月） 

衆院内閣委員会にて内閣府副大臣としての 
所信を表明（平成30年11月） 

党公団住宅入居者を守る議員連盟にて 
菅義偉官房長官へ申入れ (平成30年12月） 

行政改革担当副大臣として第33回行政改革 
推進会議に出席（平成30年12月） 

多重債務問題及び消費者向け金融等に関する 
懇談会にて消費者担当副大臣として挨拶 

（平成30年12月） 

明治150年記念「世界青年の船」事業外
国参加青年歓迎会にて共生社会政策を担
当する副大臣として挨拶（平成31年1月） 

消費者担当副大臣として米国のグレッグ・
アイバー農務省農務次官と意見交換 

（平成31年2月） 

国際平和協力業務担当副大臣としてMFOに
司令部要員として派遣される隊員の出発式

に出席（平成31年4月） 

クールジャパン戦略担当副大臣として 
第3回クールジャパン・マッチングフォー

ラムを主催し挨拶（平成31年2月） 

大阪府知事・市長・統一地方選挙 
(平成31年3月） 

 
 

  

か
ね
て
よ
り
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
「
東
部
市
場
前
」
駅

に
エ
レ
ベ
ー
タ
と
多
機
能
ト
イ
レ
を
設

置
す
る
た
め
、
左
藤
章
氏
は
衆
院
議
員

復
帰
後
す
ぐ
に
取
り
組
み
、
今
年
３
月

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
齢
の

方
や
足
の
不
自
由
な
方
、
障
が
い
が
あ

る
方
た
ち
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。 

 
ま
た
、
党
大
阪
市
議
団
が
要
望
し
て

い
た
今
里
ラ
イ
ナ
ー
の
停
留
所
は
、
東

口
改
札
の
す
ぐ
前
に
設
置
さ
れ
乗
り
換

え
の
利
便
性
が
高 

ま
っ
た
。 

 

左
藤
衆
院
議
員 

は
「
生
野
・
東
住 

吉
が
よ
り
発
展
す 

る
た
め
に
も
、
地 

下
鉄
今
里
筋
線
の 

延
長
は
絶
対
に
必 

要
だ
」
と
語
っ
た
。 

 
 

 

６
月
28
日
・
29
日
、
Ｇ
20
メ
ン

バ
ー
国
や
招
待
国
の
首
脳
、
国
際

機
関
な
ど
37
の
国
や
機
関
が
参
加

す
る
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
が
大
阪
国
際

見
本
市
会
場
（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大

阪
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。 

 

世
界
各
国
か
ら
要
人
等
が
集
ま

る
た
め
、
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行

で
き
る
よ
う
開
催
両
日
お
よ
び
そ

の
前
後
の
計
4
日
間
（
6
月
27
日

～
30
日
）
は
、
大
阪
市
内
・
高
速

道
路
・
空
港
周
辺
を
中
心
に
交
通

規
制
が
実
施
さ
れ
る
。 

 

詳
し
く
は
、 

大
阪
府
警
の
Ｈ
Ｐ 

(

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ 

ー
ド)

に
掲
載
。 

www.akira310.com 

http://www.akira310.com/

